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１
面 

第
５
次
基
礎
と
な
る
部
隊
の
訓
練
検
閲
、
災
害
対
処
訓
練 

２
面 

連
隊
射
撃
競
技
会
、
隊
付
学
生
紹
介
行
事
（
連
隊
朝
礼
） 

 

連
隊
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

第
５
次
基
礎
と
な
る
部
隊
の
訓
練
検
閲
を
実

施
し
た
。
（
受
閲
部
隊
は
第
５
中
隊
） 

 

本
訓
練
検
閲
は
、
陣
地
攻
撃
に
お
け
る
普
通

科
中
隊
の
行
動
を
検
閲
課
目
と
し
、
第
５
中
隊

の
日
頃
の
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
判
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
練
度
向
上
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
た
。 

 

 

第
５
中
隊
は
、
１
月
20
日
隊
容
検
査
を
実

施
。
翌
21
日
に
、
今
年
度
連
隊
が
統
制
す
る
訓

練
課
目
（
小
銃
射
撃
、
迫
撃
砲
射
撃
準
備
、
第

一
線
救
護
、
目
測
等
）
を
実
施
し
て
、
各
種
戦 

闘
戦
技
の
練
度
確
認
を
行
っ
た
。
22
日
は
中

隊
長
計
画
で
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
最
終
的

な
準
備
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル
等
を
実

施
し
た
。
夜
間
は
、
車
両
行
進
に
移
行
し
隊

形
と
速
度
を
維
持
し
つ
つ
、
整
斉
と
行
進
を

終
え
、
23
日
早
朝
に
集
結
地
を
占
領
し
た
。

午
後
に
は
敵
警
戒
部
隊
を
駆
逐
す
べ
く
攻
撃

を
開
始
。
前
進
経
路
上
を
軽
装
甲
機
動
車
で

迅
速
か
つ
機
敏
に
行
動
、
警
戒
す
る
敵
部
隊

に
対
し
、
車
上
か
ら
の
機
関
銃
射
撃
等
で
駆

逐
し
た
。
そ
の
後
、
敵
と
の
接
触
を
維
持

し
、
翌
24
日
に
連
隊
主
力
超
越
支
援
、
連
隊

予
備
隊
と
し
て
の
態
勢
を
確
立
し
た
と
こ
ろ

で
状
況
終
了
と
な
っ
た
。
の
べ
５
日
間
に
わ

た
る
訓
練
検
閲
に
お
い
て
、
各
人
が
任
務
完

遂
の
た
め
努
力
し
、
中
隊
長
菊
池
３
佐
の
要

望
事
項
「
徹
底
」
「
指
揮
の
継
承
」
の
気
概

を
強
く
持
ち
、
重
大
な
事
故
も
な
く
、
無
事

に
訓
練
検
閲
を
終
え
た
。 

第５中隊長菊池３佐の編成完結報告 

 

連
隊
は
、
２
月

12

日

災
害
対
処
訓
練
を
実
施
し

た
。
こ
の
訓
練
の
目
的

は
、
巨
大
地
震
が
発
災
し

た
と
い
う
想
定
の
下
、
部

隊
の
災
害
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。 

 

早
朝
の
非
常
呼
集
か
ら
開
始
さ
れ
、
想
定
さ

れ
る
様
々
な
被
害
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
用
途
に
応
じ
た
各
種
器
材
を
迅
速
に
操
作

し
、
救
助
が
で
き
る
よ
う
繰
り
返
し
反
復
演
練

を
実
施
し
た
。 

応
急
救
護
訓
練 

ロ
ー
プ
訓
練 

人
命
救
助
セ
ッ
ト
操
作
訓
練 

ボ
ー
ト
漕
舟
訓
練 

非
常
呼
集
～
緊
急
登
庁 

ガナーによる車上からの機関銃連射！！ 



第３６普通科連隊（さぶろく魂） ２０２１年（令和３年）２月吉日 （２） 第１３５号 

 

連
隊
は
、
２
月
８
日
～

10

日
の
間
、
久
代
射
場

に
お
い
て
「
連
隊
射
撃
競

技
会
」
を
実
施
し
た
。
開

会
式
で
連
隊
長
伊
藤
１
佐

は
「
古
来
、
武
士
の
魂
は

刀
に
あ
っ
た
。
現
代
の
自

衛
官
の
魂
は
銃
に
あ
る
。

武
士
が
剣
術
の
腕
を
磨
い

た
よ
う
に
、
自
衛
官
も
射

撃
術
に
心
血
を
注
ぎ
、
我

が
国
の
平
和
と
独
立
を
守

る
こ
と
が
責
務
」
と
訓

示
。
今
年
度
最
後
の
競
技

会
が
幕
を
開
け
た
。 

 
競
技
内
容
は
、
小
銃
射

撃
の
部
（
中
隊
代
表

30

名
に
よ
る
基
本
射
撃
・
部 

 

位
指
定
射
撃
の
平
均

点
）
及
び
機
関
銃
射
撃

の
部
（
中
隊
代
表
６
名

に
よ
る
平
均
点
）
に
分

か
れ
て
実
施
さ
れ
た
。 

 

３
日
間
の
射
撃
の
結

果
、
両
部
門
と
も
第
１

中
隊
が
優
勝
。
教
官
の

中

村

２

曹

は
「
ワ

ン

チ
ー
ム
を
掲
げ
錬
磨
し

て
き
た
。
選
手
に
は
自

信
と
誇
り
を
持
つ
よ
う

に
ゲ
キ
。
元
々
練
度
の

高
い
中
隊
。
日
頃
の
非

実
射
訓
練
も
本
番
さ
な

が
ら
の
環
境
を
作
為
し 

な
が
ら
訓
練
し
た
」
と

語
る
。
さ
ら
に
「
競
技

会
は
点
検
射
が
な
い
。

そ
の
状
況
で
も
初
弾
か

ら
命
中
さ
せ
る
練
成
と

研
究
の
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
き
た
」
と
常
に
競

技
会
本
番
を
念
頭
に
置

い
て
い
た
こ
と
を
明
か

し
た
。
来
年
度
は
追
わ

れ

る

立

場

に

な

る

が

「
射
撃
優
秀
中
隊
の
座

を
死
守
し
、
目
指
す
は

総
合
優
勝
！
」
と
語
気

を
強
め
る
。
射
撃
教
官

は
早
く
も
連
覇
を
見
据

え
て
い
る
。 

 

Ｏ
ｎ
ｅ 

 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

  

●
小
銃
射
撃
の
部 

第
１
位 

第
１
中
隊 

第
２
位 

第
２
中
隊 

第
３
位 

第
４
中
隊 

●
機
関
銃
射
撃
の
部 

第
１
位 

第
１
中
隊 

第
２
位 

第
４
中
隊 

第
３
位 

第
２
中
隊 

 

連
隊
は
、
２
月
３
日
連

隊
朝
礼
に
お
い
て
、
普
通

科
隊
付
学
生
２
名
の
紹
介

行
事
を
実
施
し
た
。
江
﨑

幹
部
候
補
生
（
第
４
中

隊
）
及
び
加
藤
幹
部
候
補

生
（
第
５
中
隊
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
中
隊
の
保
有
す
る

車
両
で
颯
爽
と
登
場
、

壇
上
で
決
意
表
明
を
実

施
し
た
。
両
名
は
そ
れ

ぞ
れ
の
中
隊
で
数
週
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、

幹
部
に
任
官
す
る
。 

部位指定射撃 

小銃基本射撃 

機関銃射撃 

中隊長の池田１尉（赤矢印）を核心に、教官の中村２曹（白矢印）が「One Team」を合言葉に鼓舞。見事団結し、優勝した第１中隊 


